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第 19 回蒲生干潟自然再生協議会資料 2024/6/1 

2023/2024冬期 コクガン越冬状況 

蒲生を守る会 

 

[図 1] 震災後のコクガン越冬数（各シーズンの最大羽数） 

 

 

＊2015 年～2019 年： 復旧工事（導流堤、防潮堤） 

＊2020 年以降、人流が増大 

＊[再生協議会] 

2021/2022、2022/2023 冬期： 看板 3 基設置 

  2023/2024 冬期： 看板 3 基、ロープ柵設置 
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図1．コクガン最大羽数

センサス 全観察
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看板・ロープ等設置位置図 

 

 

河口左岸で休息するコクガン 42羽の群れ （2023/12/25 佐場野裕・撮影） 

 

ロープ等設置位置 

（100ｍ） 

 

（100ｍ） 

 



3 

 

 

 

コクガン保護対策用看板･ロープ柵構造図 
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看板・ロープ柵設置作業 （2023/12/10 上村左知子・撮影）

 

七北田川河口左岸で休息するコクガン 35羽の部分 (2024/1/5 佐場野裕・撮影)
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2023/2024冬期コクガン飛来状況 

＊ ロープ設置後に左岸砂州に立ち入る釣り人はほとんどなし。 

＊ 撮影目的の人が近づいてもロープを超えることはなかった。 

＊ 広い時間帯に観察された。 

（観察 28 例の内、13 例が午前 10 時以降にも観察され、そのうち 4 例は午

後に観察された。） 

＊ シーズンの後半の 3 月まで安定して飛来。（図 2 参照） 

＊ 利用場所の拡大： 河口左岸の 12 例、干潟内の 11 例 

（干潟でくつろぐコクガンの姿が見られたのは 1980 年代以来） 

 

[図 2]シーズン中の個体数の経日変化 
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図2. コクガン個体数の経日変化

（2022/2023冬期と2023/2024冬期）
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河口より導流堤を通って干潟へ移動するコクガンの群れ 13羽 

 

 

 

干潟で休息するコクガンの群れ 13羽（部分） 

 

(2023/11/28 佐場野裕･撮影) 


